夜中に、 雄 鳩 は 不図 異様な 感じ を 以て 目を醒 した。 

雌 は 棲り 木で 彼の 隣り にいなかった。 下にお りている。 

カサカサ 羽づ くろい をす る 軽い 懐し い 音が そこから し 

た。 その 時、 小屋の 棧の 隙間 をと おして 鋭い 電燈の 光 

が 射し 込んだ。 雄 鳩 は 雌の 白い 姿 を 認めた。 棲り 木 か 

ら首 をのば し 彼 は そっと 嘴 で 何故か 自分の 側に いぬ 

妻 を 突つ いた。 再び カサカサ 身じろぎ をし、 雌 は、 

r クク クウ ゥゥゥ ゥゥ」 

と ゆるやかに 啼 いた。 四辺の 秋の 夜の 通り その 声 は 情 

が こもって いた。 雄 鳩 は 悲し さと 恋心の 混り 合った 感 

晴 に 揺られ、 猶も 自分の is に 来させようと、 コッ コッ- 
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